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               工 學 士 木 村 和 享 郎

 蟻 油 に 關 して は既 に辻 本 満 丸 氏 、 川 瀬 惣 次 郎 氏等 及 び 喜 多研 究 室 等 の 研 究 あれ ど不 飽和 脂肪 酸

成 分 の研 究結 果 は各 主多 少相 異 せ り

 辻本 瀧丸氏(本 誌 明治三八 年第八編3衡 頁♪は長野産踊油の不飽和脂防酸に臭素添加及びハズラ氏法酸化秘行

ひ リノ レ ーン酸及び油酸 を強 出し 其含有量 は汝髄酸の沃素償 よ り詩覚すれ ば 相孚 ばする如 き も六臭化 ステァ リ

ン酸 及び二本蔭化 人テア リン酸 の生成量 よ夢見れば か く多量 の リノレニン酸及び 油酸のみが存在 ずる事 は疑は

しく別に或磁 の未知の不飽和酸 が多量に存在 ずべ き ことを推察ぜ り

 同氏(J。CdL Eng. Tokyo Irnp。 Univ。, Vol。 IV。, No. t',1908)は 又三玉縣の春獄干蠕油 より鉛盤1エ・一テ

ル法 にて分離 ぜる不飽*nEu肪 酸 よtJ二水酸化ステア リン酸、 リヌシン酸、イソ・リヌシン酸(1雅OC)の 他 に元素 分

析 の結果 よll・eチビン酸異性膿 とみ ろべ き酸化酸を分離ぜ り其融黙15G。Cな れ ど蝕 こ精製すれば融黙16deOC、

a74。C等 の 物質 と写る此 事實 よ舅由酸及 び リノv=ン 酸 の他に リノール酸及び其異性膿 の存 する事な認めれ り

 同氏k本 誌大iE二・年第 一・七編1認8頁,は 叉茨木∠妊蠣油に就 き其不飽和脂肪酸り水素添加物は殆 ん ど全部 ステア

リン酸なろ事な確 めた 砂

 川瀬惣次郎氏等(日 本化學會誌大正一つ 年第西二嫉181頁)は 生絞郡是型涌油 より鉛腫 アルコpmル法にて分離ぜ

ろ液騰脂肪酸(沃 素債176)よ り臭素誘導騰 として六臭化ス テア リン酸38ユ%・ 一一テル可溶、石汕 工一テル不溶

油状六臭化物(臭 素 含有量62.A9%、 申和虞67.93-77.85)鴛%、 可溶性油状二臭化物(臭 素含有量36。22%)127

%存 得 て蠣油の液膿脂肪酸は凡 そ80%の 油酸 と凡 そ2D%の リノレnン 酸 よ 夢な リリノreル酸 は存在 すろ も微

量にすぎず とぜ り此結不 より訟膿酸の沃素償彪計算すれば 膿6に して實瞼数 の176に 勤 し約50軍 位の不足な り

 氏等 は叉郡是蠕油の水素添加物 中固罷峻 としては新に只ステア リン酸のみ生ず ろ事毎認めすこり

 加藤二郎氏t日本農藝化暑 曾誌大正…三 軍第一巷679頁 、中央試験所報皆大正一一年第七輯372頁)は 瀧洲産

踊 油の液醗酸 より臭化物 として六臭化 ステア リン酸45%、 石油工・・テル不溶性固髄臭化物(臭棄含有量61.95%)

0・5%及 び油状二臭 化物(臭 素含有量36・21)%撫 得叉酸化生成物 として二水酸化 ステア リン酸、 リヌシ ン酸の他

にサチビン酸を得て 柞私蠕瀬 の不飽和脂肪酸 は凡そ17%の リノ レ夷 ン酸 と凡そ83%の 抽酸 よりな リ リノー

ル酸含有量 は微量 なう もの ㌧如 き も鵡結果 よll液艦酸の沃素償な計覚ずれ ば121と な 夢實駄鍛遷かに過大なれ

ば他に リノール酸 の存在な推定 ぜざろべ か らず とぜ り

 書多研究室前報告、本誌大正一三年第二 気編 腸2頁)に 於 ては種 々の程度の水素化郡是蝋油の液艦脂肪酸の混

合臭化物 より エーテル不溶性六臭化物 を除 きれる油 状臭化物中に四臭化物の存在な認 め蠣油 ξ1飽和酸 中多量の
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リノ"ル 酸 の存在声}1良定ぜ り

 鳥居規之氏〔未獲表論交)は 郡是蠣油 より鉛臨 工一テル法 及び鉛騨 アル コール法 にて分離ぜ る不飽和脂肪酸 に
       ド

臭素添加しリノール酸四臭化物と認むべき油歌臭化物を分離ぜり

 以一lt諸研究の結果によれば蠕油不飽和脂肪酸はC塘 酸 よりなりリノレ=ン 酸列以上の高度不飽

和酸を含有 せざる事明かにして リノレニン酸油酸の他に リノール酸異性罷の多量が存在するもの

の如蓬も其臭素及び水酸化酸誘導罷の研究なほ充分明かならざる鮎なしとせすよりて著者は更に

蠣油不飽和酸の研究 を行ぴ臭素誘導盟 としてはりみ一ル酸臭化物 と認むべき油獣臭化物 を得叉水

酸化酸誘導罷 として融鮎夫々獅6。C及 び173。Gな る二種のサチビン酸の梢 土多量を分離iし蠕油

不飽和脂肪酸中 リノール酸含有量の微量にあらざることを確め得た るを以て以下に報告せんとす

                 實 駿 の 部

 供試の蠕漉は京都府綾部殉郡是製継倉就に於て春獄生蜘より同會磁の方法によゆ薪に探取せ ゆ

即ち生蝋を豫め直接水蒸氣 を以て3-5分 聞煮沸 し手墜機にて墜搾し鰺出液は木漕中に放置 して上

下層に別れ來る不純物 を除去す精製には或は少しにても不飽和酸の性質と攣ぜん事を慮 わて酸及

びアルカリ虜理を行はす熟ピと撹拝洗瀞し悪臭の㌔んど1肖滅するに至らしヂ評置 して別る蛋白質

及び水 を除 き乾燥濾紙にて濾過すかくて得たる糖製油は透明なる淡黄色 を滋レ共性質次表の如し

                 物 理 的 性 質

       比 電   比 粘 度 ・  比 屈 析   色 便*

       6羅9。;0・9i～59        η20。== 46・05        7Z$o。導1益707        EZj=・7・2

                 イヒ  學  白勺  」i生  質

     醗 鷹 素加震 鹸化儂 酸 償 ニス燕(舗 轟醜)奮 霧 酸化酸
 撰匡  ?歯      132.63        -      190.83     1α逢9     180.3k        _         _       _

 精蓮息ヲ麟     て3繋・歪7     105.2     コ92.20      8・「04     183・36     96、05%     2.⑪『39`      G

    *E.FOnroberもund E Pallauf, Cft.e"z.伽scん。,1926,86.本 誌大正一・五年267 A。

 1・ 不 飽 和 鮨 肪 酸 の 臭 素 添 加 鉛 盤 アル コ'一 )t'法 σ!癒 氏 、 爲本 化 誌 大 正13年8:15頁)に て

分離 せ る液 艦 脂 肪 酸 をヱ ー テル 溶 液 に て 臭素 添加 せ わ臭素 添加 及 び 臭化 物 の分 離 、計 算 は 前 報 告

(本 誌 第 二 七編952頁)の 如 く行 ひ た る も供試 の 油 は5⑪9を とil x'一 テ ル不 溶 性 六臭化 物 を除 きた

る残 飴 の油 歌 臭化 物 は300ccの 石 油 工一 テ ル(600C以 下)に て 煮 沸 し冷 却 後 傾 斜 分 別 し更 に50ec

の石 油 ヱーテ ル に て 同様 三 同洗 瀞 して 臭 化 物1(ヱ ・・一テ ル 不 溶 陸 六臭 化 物)、 臭化 物1'(石 油 エ

ー テ ル不 溶 性 固鰹 臭化 物)
,臭 化 物Ii(エ ー テ ル 可溶 、石 油 工 一 テル 不 溶 性 油 状 臭化 物)、 臭化 物

HI(石 油=… テ ル可 溶 性 臭 化 糊 とに別 ちた ゆ臭 素 含 有 董 の定 量 は ステ パ ノー。べ 一 コ ン氏 法(本

誌 大正 一一三年1138頁)に ょれ り

   油 固 髄 酸  液 盤 酸
      〆掴咄■珈一一    〆一一町一・      ㌍           、

      収 量 灘 勢騰蓬 櫨 灘 毅纒 蜘債雰遵
 1. 49.G8    10,999        1G.47    19.64%     35.419    176.43    73.91%     199    282
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  2,    19.86    11.97      9.05    21.55      35.04     175。417    72.70    199    282

       臭 化物1      臭 化物r      臭 化 物II      臭 化物III     
!一『一蝋          !一一一一一人一   !一 鞠一繭ノー一一一一＼

     樋 暑議 櫨 馨讃 糧 疑 櫨 触 容讃

  』『 欝 鵠:窮1:llg器91%19:llg轟:露%}・9…9・ ・.43%

 上 の結 果 に於 て臭 化 物IIIの 臭 素 含 有 量 は 油 酸 二 臭化 物 の理 論 よ り高 く六 臭化 物 或 はlq廻

化 物 が な ほ多 量 に混 合 す る こ と を示 し叉 臭化 物 ∬ の 臭 素 含有 量 は ソ ノー ル酸 四臭 化 物 の 理 論 数

よ り梢 女高 く少 母 の リ ノ レニ ン酸 六 臭化 物 を混合 す る も略 リノール 酸 四 臭化 物 に相 當 す リノー ル

酸 の測 犬臭化{勿の 存 在す る事 拡 レ フォマ。キ ー氏(Reformatky,」. pralct. Oleem.,1890, Gl.529)

べ 。ドフ。一一ド氏(1≡3edford,ヱ)isse?'tαtion, fft己ll〔ヲ, 1906)・ レ。ト氏(R・lle#, Z p姻 ・9. Ohem.,1909,

421;4!0)高 橋 克己 氏(東 京 化 學 魯誌 大 正 八 年第 四 八r欧232頁)等 の認 む る と ころ な り然 れ ど も叉

一 方 ニ ル ドマ ン氏(F・rdmann, a勲 卿o♂. Clie7?z.,191ユ,74;18⑪;Ber.,1909,1328)ロ レット氏(Z.

pahysiol. C!/zenz.,19⑪9,410・4繊1910・404)'こ 依 れ ば リノ レ ニ ン酸 よ り も不 飽 和 翻 畑 臭イヒ物 を生

す との考 あ 顔蠣 油の 油 舩 四臭 化 物 は か くの 如 き不 飽 湘 臭 化 物 に あ らすや 叉 飽 和 せ る も リノ レ ニ ン

酸 の 二分 子 重合 物 の 四 臭化 物 に あ らす や 否や を検 す るた めに 油撒 臭化 物 及 び此 を ロレット氏 法(孟

physiol. ahem.,1909,62,410;高 橋 氏 、東 京化 學 會 誌 大 正 八 年239頁)に よ り亜 鉛 末 と メチ ー ル ア

ル コ ール性 盤酸 に よ の脱 臭素 して得 た る脂 肪 酸 メチ ール ヱ ステ ル の沃 素 債 、水 素 添 加 贋 及 び 分 子

量 を測 定 せ り

 油 状 四 臭 化物 の沃 素 債

 リ ノレ ニ ン酸 不 飽 和 臭 化物 は ロ レッ ト氏 に よれ ば ウィ ズ 浅 液 を吸 牧 す と然 る に蠕 油 の油 状 臭 化

物 は 三 日間 反 鷹 せ しむ る も殆 ん ど吸 牧 せ す

  實 験 数

  油 胱 四臭化物量      反磨時間    ハイポ ー(101Y=0.20649)      沃 素 債

   O.21939             3 時口鵠             O.」.8cc                    1.32

   0.1610              48                 0・20(logf=0・18522)          1・90

   0.1698               72                  α33(    "      )           2.31

   計 算数   分子 式  懸 鮪量 沃難 聴 瀬
  リ ノー ル酸 四臭 化物     C,,H3202Br4(Fo)    5333%    0

  リ ノ レ=ン 酸 四臭 化 物     CユsH3002Br4(F■)     「03・47     生2・46     29・7

 臭 化 物IIよ り再 生 せ る メ チ"ル エ ス テ ル の 水 素 添 加 債

 (ad. Grttn,αnαlyse. d. Fette und凧aehse, B.1,188)

 レPtラ 氏 白 金 黒(1」6w, Ber・.1890,23,289, A. Sk豆ta,α 町 魚 乱」暁 伽 襯 伽07'Y. YTe?う・9)を 接 燭

割 と し て 測 定 せ り

    韻 繍 白鋸 鷹 ㈱ 蝋 水素額  計轟 琴添力1撫    
・.3975 ・・cc ・.・g 鵬 ・4.7cG(…C、756mm) ・3・.… 3・・8

 溶剤 及び接暇剤 を除きた る硬化 メチールエステルは白色の固膿にし沃素債1β 」な り蝋油の場合
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に於て も叉メチールエステルの場合にも沃素憤は水素添加債に一致せ り即沃素債零なる油状臭化

物は飽和せることを示せ り

 分子量

 ラス1・氏の樟礪法(C.Rast,-Be7',1922,1051;3727)に よれ り

       試 量  樟 臓   d  分糧  調 計算瓠2 n

   ・臭化物{9181呂9193:811きlg l:goC麗 ・・… 96}:ll

    頚 ㌶{8:91鵬  3:81號  1「g二1 婁1器 29k 5・・ 鰯

 即 蠣 油の 溜 伏四臭 化 物 は リノ レ ニ ン酸 の 二 分 子 重 合 物(C、sH3。O,Br,)2(F。 ・ 1[. V・=0, Br%

=53・47 ,M。 W。=1196)に あ らす 叉 リノ レ ニン酸 の不 飽 和 四臭 化 物C、sH3。02Br、 CF.,1・ V・

= 42.46,Br%=53.47, M. W.=600)に もあ ら ざ る事 を知 る

 油 歌 臭化 物 の 睨 臭 素 及 び同 牧 酸 の 酸 化

 ウイツク氏(H●Wick'fizaug. Disse7"t., M茸nGhen,コ922)に よれ ば エ ーテ ル溶 液 に於 て 奥素 添加

を行 ふ 時 油 歌 簗化 物 を共 に生 す る場 合 には 固膿 六臭 化 物 は其 凡 そ6%が 溶 解 す と叉 川瀬 氏等 は蠕

油 不 飽 和 脂 肪酸 の 臭素 添 加 の 際 少重 の ヱ ー テル 可溶 石 油 工一 テ ル不 溶 の油 歌 六 臭化 物 の 生 す る事

を認 めた り著 者 は エ ー テ ル 可溶 性 臭化 物11及 びmを 各 脱 奥 素 し脂肪 酸 を同牧 し)・ "一テ ル溶 液

にて 臭 素 を再添 加 し幾 分 淺留 せ る リノ レ ニ ン酸 を固膿 六 臭化 物 と して 沈 澱 せ し めた ゆ

              再 生 脂 肪 酸 沃 素 債

                   沃素債實験歎  同 計 算 数

           臭素鮪量 脂痂ご霧 瀧一,
    臭化物 II   53一 騒%   182   193    273   181   90

    臭千ヒ物  III          45        136       1d⑪

               再 臭 素 添 加 結 果

第二眼轍  試量 六臭化物櫨 購 牧～講 量

    同牧酸II(臭 化物IIよ り) 5.04979   Z55749   63・4%            一一
   {m   。67,、 、.・。z8 62.4 =  _
  第 三 同臭 素 添加

    同 酸II              2.4762      〔}.3609      -一一一       d.9358g       -一一

   {醐 、エ   。。665 。、。65 _- 3.・…                                       a・3.マ`a%

 回 牧酸11よ り得 た る油 状 臭化 物 は50cGの 石 油 エ ー一・fル と煮 沸 冷 却 後 可 溶 部 を傾 斜 分 別 し更

・に10CGに て数 同洗 蘇 砦 ゆか くて得 た る石 油=一 テ ル 不 溶 油歌 臭化 物 の 臭 素 含有 量 は53・18%、

可 溶部 の 臭素 含有 量 は50.27%な り可 溶 部 及 び 不溶 部 は合 して 更 に脆 臭 素 し ハ ズ ラ氏 法 に よ ゆて

酸 化 せ り

    酸        量                  1.GO309                  1.OO1盛g

    沈澱ぜ る酸でヒ酸              0.5690              0.5810
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 粗酸化酸牧量は酸に封し約57%に して此をエーテルにて洗ひ擁 酸 々性沸騰水にて抽墨すれば

殆ん ど全部可溶にして残澄に少量の融瓢132。Cの ニヒドロオキ酸 を残 し可溶部 よbは 融難156

-150。Cの サチピン酸の白色結晶を析禺しアルコールよの再結晶すれば融黙1730Cと なれ ゆ 以

上の實験結果 よ診みれば石漉工Pテ ル不溶性油歌臭化物は飽和化合物 にして殆んど重合物を含ま

す此 を精製すれば臭素含有量53.18%の 油駄臭化物 を得て此 よ厨司牧せる脂肪酸 よりはサチe" :f

酸を生す最初分離せ る臭化物IIは リノレニン酸臭化物及び油酸臭化物の少埼を混ナるも大部分

は リノ円ル酸臭化物なる事 を認め得

 六臭化物債

 油脂の脂肪酸に一一定條件の下に臭素添加 し生するヱーテル不溶性六臭化物の油に野する百公牽

を六臭化物贋と云ぴ リノlv=一ン酸含有呈の尺度 とせ らる然れ ども只…同の臭素添加 によiり存在す

るリノレニン酸の全部は固鰹六臭化物として沈澱せす著者は固羅六臭化物 を除去せ るエーテル可

溶性臭化物に脱臭素及び異素添加 を繰 診返し蝋漣不飽和酸 よゆ生する固膿六臭化物の総量を測党

せ ゆ液馨i酸の分離iはツウィッチェル氏法(E.「rwitehel1,訊 翫♂. Eng.0勧 アz.,1921,806)に ょれ1)

莫素添加は無水工一テル10%溶 液にて行ぴ一20。Cに4時 間放置して後濾過せ ゆ

              固  髄  酸         液  躍  酸    油        
1一一鞠__一__へ.      /一一一一 一＼

            牧 量     沃素債      取 量      沃素債

   玉〔).16759          23」78%          0.18          71.30%           173.GO

           酸 量 激 臭働 糧 購讐 に 爾懸 同臭素含樋
  第一同臭素添加    7.10009    329459    46・5    12・4磁09    47.17%

  第二同"            4・.4560        0・5095         9.50         7・7杢盛2         4・532

  第三こ同"            3・7387        0・1⑪57         2・12         6・3792         盛盗.7δ

   固騰 六臭化物総量  58ユ%、 リノレ=ン 酸 として21・3%

 六臭化 物 を除 去 せ る淺 渣 は透 明 な る赤 澄 色 の 油 懸 臭 化物 に して 固 艦 を含 ます エ ーテ ル に可 溶 性

に して 此 を更 に 睨 臭 素 、 再 臭素 添 加 す る も僅 か に混 蜀 す る の み な1)臭 素 含 量 の攣 化 を見 る に脱 臭

素 及 び 臭 素 添加 の操 作 中酸 化 、 重 合其 他 ハ ロゲ ン を吸 牧 し難 き もの へ の憂 化 を受 くる事 僅 少 な る

事 を認 め られ る上 記 の如 く固羅 六 臭 化 物 の総 生 成 量 は不 飽 和 酸 に樹 し約60%に して な ほ多 少 の

損 失 は 菟れ ざ らん も リノレ ニン酸 の 含 有 量大 膿20-25%の 聞 に 在 りと認 むべ く リノ レ=ン 酸21.3

%と し液 禮 酸 の沃 素 債 よ り計算 すれ ば リノレ=ン 酸21・3%、 リノhル 酸48・9%、 油 酸29・8%と な

る

 H.不 飽 稲 醜 の 酸 化 及 び オく酸 化 酸 の 分 離 ラップウォー ス及 び モ ットラム雨 氏(A.Lap一

worth and E. MO亡 醸m,訊0ゐ 碗 。 Soe.,1925,職8)は ハズ ラ氏 法 を改 良 し過 剰 の アル カ リの存 在

に於 て不 飽和 脂 脂 酸 石 鹸 に過 マ ン ガ ン酸 加 里 を極 めて 稀 薄溶 液 に て短 時 間 作 用 せ し め水酸 化 竣 の

良 好 な る牧 量 を得 允 夢著 者 は上 記 の 反 慮條 件 を用 ぴ 叉過 満 俺 酸加 里 の 用 量 は 次 式 に よ かて 算 出 し

蠕油 不 飽 和酸 を酸 化 し サ チ ビン酸 の 生 成 量 を概 測 せ む



第一二器      嬬由不擁 脚機の域分蹴 て        蹴

     過マ・ガ峨 櫨 騒K-・ ・V・響 。・× 、b",.f・ ・言糧(・)

     アル・・腿 A-NV× 一、1、+K轟+… 反鰍 御d・9

 試料は1%の 苛性加里溶液と温 めて溶解し全反慮液が ・51となる様稀繹 し氷片を投 じて δ。C

以下に冷却 し麗拝 しつS5。C以 下に冷却せる1%過 マンガン酸加里溶液 を…時に加へ5分 後亜

硫酸瓦斯 を通 じて脱色 し濃盤酸350ecを 加ヘプフネル漏斗にて濾過し酸化酸の沈澱は水石油エー

テルにて洗蘇後眞室乾燥 し更に石油工一テルにて抽出精製ず

   試量fKM・ ・.K・ 峨 容 反慮温度H・,・… 編 牧 皇 囎

   堰 郷9/6g聖 ラ!l、=二脚 騨 撃 毒鋼 …%醐

  ・・{撃 ワ%ヲ9撃 ∫9・ ・-1" ∫111:捌 …%鞘

   {撃 騨 弊 聖 ∫ 鍵 多 二1:K3}5…%職

 上式に於て/=75%と して過マンガ ン酸加里量を計算せる時大鐙牧量良好にしてf! ・50 %と と

れ る時 は梢 藍不 足 にて 酸 化 酸 は 黄 色 を帯 び 石油 工一 テ ル抽 出 に ょ る減 量著 し

 粗 リヌ シン酸 の 分 離

 濾 液 は常 法 の 如 く苛 性 加 里 に て 中和 し陀 る後 約 400ceま で蒸 獲 して折 禺 す る無概 砿 濾 別 し

冷水 にて よ く洗瀞 し洗 際水 は濾 液 に合 し更 に蒸 嚢 して 凡/輪eと して硫 酸 に て分 解 し海 殿 を濾

別 す か くて 不 純 な る リヌ シ ン酸2.6gを 得 た り即 不 飽和 酸10gよbサ ヌ シ ン酸2.6g=ttド ロ才

キ シ酸 、サ チ ピ ン酸 混合 物6.igを 生 す か くて得 た る リヌ シ ン酸 は リヌ シ ン酸 及 び イ ソ畷 ヌ シン

酸 幌 合 物 な る事 前 研 究 者 に よ り示 され た る を以 て 詳 細 な ろ分 離 は省 略 せ り

 全 脂 肪 酸 の酸 化

 次 に簡 軍 の た め に全 脂 肪酸 の酸 化 を試 みfe b(Ad. Giin,..4ncclyse 4.洗 伽 鋭偏Pl71CtcAse, B.1,

237)油 をlgをO.5GCア ル コー ル 及 び50%苛;勃 哩3.2ecと 湯浴 上 に鹸 化 し水 にて 稀繹 冷却

して 同様 酸 化 す 酸 性 溶 液 よ 吟沈 澱 せ る酸 化 酸及 び飽 和 酸 混 合 物 の 牧 量 は油 に封 し約80%なb

  油    KMnO4  KOH  全審積   時 間  脱色時 間  漉 度    敗量  ZF均

  翻 ・ }:窪・ 》69 ヲ 卿 ?;分 ヲc 8鋼 醐

 斯 くの如き酸化酸及び飽和酸混合物309を とり石油 工1テ ルにて飽和酸 を抽出ぜる建燈はサ

チ ビン酸及びニヒドロォキシステア リン酸の混合物にして牧量19.79不 飽和酸に樹する牧量約72

%な リ

 サチピン酸及びニヒドロオキシステア リン酸の分離

 混合物 よゆ豊酸 な性沸縢水にてサチビン酸を蓮績抽出し濾液を冷却して析出ずる結晶 を集め16

の部分に珊ちた ウ
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              (1)      (II}      (III)      (lv)

   結 晶 番 號   レ2   3--10   11-15・  残澄

   斗父         量           1。59             2.Ag              O.5g           ca1(}g

   融        黒占       160-1960C       150--1650C        l69. -1730C       -一

 (IV)(淺 渣)は=ヒ ド ロオ キ シス テ ア リン酸 に して な ほ サ チ ビ ン酸 を含 む 此 をア ル コ ール 、50

%酪 酸 よ り順 次 敷 同 再 結 晶 すれ ば融 黙132QCに て 一定 せ り

 (1)(結 晶1-2)は サ チ ビ ン酸 に リヌ シ ン酸 を混 す温 アル コ ・・ル にて ザチ ビ ン酸 を抽 出 す れ ば 融

貼2030Cの リヌ シ ン酸 を残 し可 溶 部 は ア ル コ ール を蒸 震 して(II)に 加 へ た り

 (II)及(III)は(結 晶3-15)は サ チ ビ ン酸 異 性 髄 の混 合 物 にて 合 して 網 量4.09此 よ り各k異 性

艦 を分 離 す る には 前 の 如 く鷺酸 々性 煮沸 水 に て 分 別結 晶 を行 ぴた り

  結晶番號123456

  爵更   .#    170-18GDC  157-1750C  ヱ48-1530C  153-1550C  l52-1530C  152-1540C

  結 晶番號7 8 910 11(獲渣)

  蕩重   黙    1b3-1560C  152-1ら70C  153-1660C  158-1650C  172-174Co

 結 晶1及 び2は 合 して50%酷 酸 にて 虞 理 しな ほ 混 合 す る微 量 の リヌ シ ン酸 を除 き3-7の

部 分 に加 へた り8-10の 部 分 は合 して5⑪%酷 酸 に て再 結 晶 し析 出物 は結 晶11と 合 し更 に酪 酸

よ り再 結 晶 せ し めた る に融 鮎 ユ73。Cに て 一定 せつ 此 濾 液 を以 て3-7の 部 分 を再 結 晶 せ しめた

る に融 黙153。Cと な り更 に ア ル コー ル 、50%酷 酸 よ り再 結 晶 を行 へ ば融 鮎156。Cと な りて 一一一・

定 せ りか くて 次 の 如 き水 酸 化 酸 を分 離 せ り

               分 子 式     融 黒占  中和債計算歎  同實鹸数

 二水 酸化 ステア リン酸    ClgH3402(0]E[)2   1320C   177・40   177・28

 α サチビン酸        C■8H3202(OH)4    156。C    161.57    160.2Y

 β"            "      1730C   "     159.8

  リヌ シン酸     C、。H、。0。(OH)。  203。C  ld7・55  1弧3

 ニコ レ氏(Nicolet,」. Amer. Clte?'z。80c.,1922,144)は 融 鮎114。Cの 四 臭化 ス テ ア リン酸 よ

り製 取 壱 る リ ノー ル酸 をア ル カ リ性 過 マ ンガ ン酸加 里 に て酸 化 すれ ば β一サ チ ビ ン酸(170・C)及

・r-一サ チ ビン酸(153。C)の 二種 の み得 られ(牧 量 計c飴4%)ま た次 亜 塵 素酸 盤 を作用 せ し めて間 接

に得 らるs酸 は γ 酸(144・5。C)及 δ酸(ユ35。C)の 二 種 の み に して此 等 の サチ ビ ン酸 混合 物 が

種 々の 融 鮎 を示 す もの に して 文献 に表 はれ 陀 る融黙152-168。Cの サチ ビン酸 は種 々の 純度 の α

酸 な るべ し とせ り蝋 油 の 場 合 には 上記 の 如 く四 水酸 化 酸 と して(1 56。C)及 び(173。C)の α一及 び

駿 に相 常 す る もの を得 π り

                 結    論

 1.蝋 油 不飽 和 脂 肪酸 よ り得 た る石 油 工 ・一一テ ル難 溶 性油 歌 臭化 物 は リ ノール酸 臭素 誘 導 艦 を主

  と して 不 純 物 として リノ レニ ン酸 臭化 物 及 び油 酸 臭化 物 の 少 量 を俘 へ り

 2・ 蝋 油 不飽 和 脂 肪酸 よ り得 ら るs六 臭 化 ス テ ア リン酸 の総 生 成 量 は不 飽 和 脂肪 酸 に封 し60%

  を超 ゆ る こと能 は ざ かき



第_二 冊              蠣油不飽和脂肪酸の成分に就て                 865

 3・ 蝋油不飽和脂肪酸 をアルカリ性過マンガン酸加里にて酸化すれば水酸化酸 として リヌシン

  酸(204。C)、 イソ・リヌシン酸(174。C)及 び二水酸化ステアリン酸(13㌘C)の 他に融黙夫々

  (156。C)及び(1730C)の 二種のサチビン酸相當多量生成す

 4.蠕 油不飽和脂肪酸は油酸.リ ノール酸、 リノ1・=ン酸 よりなる事は前の諸研究結果 と一致

  す されどリノール酸の含有量は微量にあらざる事 を認めた り

 本研究に際し助力を受けたる馬詰哲郎氏、紀喜一郎氏及試料の呈供 を受けたる郡是製綜會杜の
   な

好意を謹謝す京都大學化學研究所喜多研究室)(昭 和二年一〇月一四日受理)


